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事務局近くの羽根木公園の梅は満開です。

写真を撮る人、梅見饅頭をほおばる人、木の間を駆け回る保育園児、
梅の香りに包まれた幸せな風景であります。
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●　アートセラピーについて
●　ＣＦＣＪライブラリー

●　テーマ投稿「実践を効果的にするために工夫したこと」

●　フリー投稿コーナー
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●　アートセラピーについて
「アートセラピー」をご存知ですか？

アロマを使って心身の不調を癒すアロマセラピー、動物を介することで、

意欲や免疫力を高めるアニマルセラピーに対して、アートセラピーとは、
自由に絵を描くことで、言葉では表現しきれない自分自身の気持ちを表し、気づき、

見つめるとともに、自分の気持ちを吐き出すことで、心を解き放ち、癒して
いきます。
　２００１年池田小学校の殺傷事件の半年後に、ひどいストレス状態にあった

子ども達に壁一面の絵を描いてもらったところ、子ども達は絵の具で書きなぐり、最後には真っ黒になってしまった。しかし、その後で描いた絵は、濁りがほとんど
なく、明るい色になっていたということです。

最初に辛かった感情を吐き出し、自ら描いた色を見ることで、自分の持っていた
気持ちを感じ取り、そのことで気持ちが軽くなり、元気な色彩が表現されたという
ことです。

自分の感情を色彩感じることで、初めて、感情を言葉に出せるようにもなる、
ということです。
　　
　色彩心理の研究者である末永蒼生氏によると、色は五感のうちでも、

特に人の感情や潜在意識に密接に結びついているので、色彩を表現することで、

滞っていた感情を表に出し、自らを癒す能力を秘めているということです。

　色彩心理によると、紫は、「悲しみ、不安等の気力の低下、自己回復の願望」の

心理を、ピンクは「情緒豊かな状態や幸福感」の心理を表現しているらしいのです。

ＣＦＣＪのパンフレット、ホームページや４月に発行される単行本の表紙の

イラストは紫にグラデーションがかかって、ピンクに変わっていっています。

これをこの色彩心理に照らし合わせると、混沌とした子どもの不安や悲しみと

そこからなんとか脱出したい、という子どもの自己回復願望が、セカンド
ステップを学んだことによってだんだん情緒豊かで、幸せを感じる心になって
いっている、とみることができませんか。
この絵の作者がこれらの色彩心理を知っていたかどうか、分かりませんが・・・。

今度、作者に色使いの意味合いを聞いてみたいと思います。
参考ＨＰ：ハート＆カラー　http://www.heart-color.com/index.html
　
· ＣＦＣＪライブラリー　
ＣＦＣＪライブラリーは、みなさんのお奨めの本やウェブサイトを情報交換する場です。教育、心理学、子育てに関するものはもちろん、ジャンルは問いません。興味深かったもの、感動したものなど、ぜひぜひ教えてください。
「夜回り先生」
著：水谷修　発行所：サンクチュアリ出版
http://www.sanctuarybooks.jp/mizutani/
既に知られてはいますが、深夜の街を夜回りしながら、夜の街で薬物
などに走る少年少女たちと向き合っている元高校教師の体験を綴った本。

夜回り先生から大人たちへのメッセージは、「どんな子どもに対しても、

まずは彼らの過去と今を認めたうえで、しっかりと褒めてあげてほしい。

よくここまで生きてきたね、と」。

子ども達へは、「昨日までのことは、みんないいんだよ。今日から、一緒に

考えよう。」

アメリカでセカンドステップが開発されるに至った背景とこの夜回り先生

の向き合う子ども達の抱えている状況、子ども達と向き合うスタンスに

共通するものを感じました。

そして、彼の強い姿勢と強烈なメッセージに心が震えました。（事務局Ｆ）

· ３月４月のテーマ「実践を効果的にするために工夫したこと」　

◇　児童養護施設での実践事例です。　◇
私はセカンドステップを児童養護施設で教える際、”うっかり”と”わざと”の違いを伝えることが重要だと思います。被害感の強い子どもにとって、”うっかり”だったことも”わざと”に違いないと断定し、攻撃的な言動になる場面を数多く見てきたからです。
そこで、このテーマの復習として、教材に『くまのプーさん』のビデオを用いることを思いつきました。プーの仲間がすることは”うっかり”の宝庫。プーはイーヨーを助けるために”うっかり”石をぶつけてしまい、ピグレットはプレゼントにするつもりの風船を”うっかり”割ってしまう。
事前に渡した”うっかり”と”わざと”のプラカードを使い、そんな行動を子ども達に判定してもらいます。イーヨーの上に石が落ちてきても”うっかり”のカードを挙げる子ども達を見て、復習の効果を実感しました。

（心理担当　Ｗ）
· フリー投稿コーナー

今回は投稿がありませんでした。

実践に関すること、セカンドステップに関すること、なんでも結構です。
みなさんからの投稿をお待ちしております！

· お知らせ
· ＣＦＣＪ５周年　◇
既にご案内を送付しましたとおり、「聴いて！語って！セカンド
ステップ」を４月２３日に開催いたします。
申し込み期限は過ぎましたが、まだまだ受け付けております。
アンケートの集計を元に、ワークショップのテーブルのグループ
分けをしますので、是非ご記入の上、事務局まで送ってください。
ただ今、西は広島、北は秋田、仙台からの参加申し込みがあります。
全国のセカンドステップ仲間たちのアイメッセージを聴いて、
そして語って、楽しい時間を過ごしませんか？　

ここで出会える仲間との交流が５周年記念行事の後も続くことを
祈りつつ企画を考えております。皆様の参加をお待ちしております！
お申し込みは、事務局まで。

Ｆａｘ（０３－５３２９－１４９１）かメール（info@cfc-j.org）
でお願いいたします。

　　　・・・用紙をうっかりなくしてしまった方、大丈夫です。
ホームページからダウンロードできます。
http://www.cfc-j.org/member/info.html
ご安心を！落ち着いて、ゆっくり。そしてＦＡＸかメールの送信です。
· 今後の研修会

　第20回研修会（開催日　2006/6/3～4）　東京
第21回研修会（開催日　2006/7/30～31）東京
第22回研修会（開催日　2006/8/5～6）　大阪
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